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三つ子
稲荷

市民会館
パルシティ

信用金庫

本町3丁目
交差点

志木小学校
いろは遊学館

本町1丁目交差点

バス停
「昭和新道」

第５回　三つ子稲荷

　本町３丁目のバス通りに面して店を構える角長商店さ
んの角から県道志木和光線を横切り朝霞方面に伸びる細
い道があります。地元の人々から「江戸道」と呼び親し
まれている古い道です。この道をバス通りから100ｍ程
行ったところにある赤い鳥居の小さな祠

ほこら

が「三
み

つ
つ

子
ご

稲
いな

荷
り

大
だい

明
みょう

神
じん

」です。通称「三つ子稲荷」は、角長商店さんの先
祖である長太郎さんが祀

まつ

ったものだといわれています。
　長太郎さんは、よく板橋宿（東京都板橋区）まで仕入れ
に出かけていました。ある日の夕刻、仕入れを終え荷車
に荷物を載せ白子宿（和光市）の外れの険しい坂の中程ま
で来たとき、道端に黒い物が蹲

うずくま

っていることに気が付
きました。近づいてみると大きな弱り切った狐

きつね

でした。
心優しい長太郎さんは、家に連れ帰り納屋で休ませまし
た。
　翌朝、納屋に行ってみると赤ん坊が三匹生まれていま
した。しかし、乳の出が悪かったのか子狐は次々に死ん
でしまい、母狐も後を追うように死んでしまいました。
我が子を亡くしたように悲しんだ長太郎さん夫婦は、手
厚く葬ってあげました。後日、狐の親子を葬った塚の上
に御稲荷さんを祀ったのが「三つ子稲荷大明神」です。

所在地／
本町3-3-28付近
バス停「昭和新道」か
ら、徒歩3分ほど
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や民営化といった手法が必要になってきます。これまで
も、志木市では、福祉センターと総合福祉センターの複
合化や館保育園の民営化を実施し、民間資源の活用や国
からの財源を確保することで、確かなマネジメントを展
開してきました。今後も、将来的な財政環境を見据えな
がら、市全体を俯

ふかん

瞰し、公共施設マネジメントを推進し
なければなりません。
　現在、市では、老朽化した市民会館と市民体育館の再
整備の検討を進めており、再整備手法として、既存の建
物を補強する「耐震化」、建物を取り壊して建て替える
「建替え」、２つの施設を１つの施設として建て替える「複
合化」の３つの手法を比較・評価しました。
　この結果、より多くの市民の皆様にとって利用しやす
い立地であるとともに、災害時における拠点施設として
も活用することが可能となり、コスト抑制の観点から
も、「市民会館用地に、２つの施設を複合化すること」が、
最も適切かつ現実的な方法であると判断しました。
　「公共施設が遠くなるので、複合化は反対」、「規模を
縮小しないでほしい」という声も頂戴しておりますが、
まちづくりは、今を見つめ、将来を考えることが大切な
視点になってきます。100％の正解はありませんが、こ
の度の複合化という判断は、持続可能な将来の志木市を
見据えてのものであり、決して、志木市の市民体育館機
能を無くすものではありません。施設の規模や設備につ
いては、市民の皆様のご意見を伺いながら、すべての市
民の皆様にとって快適で使いやすく、また、市内全域か
ら多くの人が集うことで、にぎわいづくりにもつながる…
そんな夢のある施設が建設できるよう、知恵を絞ってい
く決意です。

新しく年が明け、１か月が経ちました。令和３年の年明
け早々から、市政に関するさまざまな課題と向き合ってい
ますが、その１つに、公共施設の老朽化があげられます。
　将来的には、本市も人口の減少や、さらなる少子高齢
化が進むことが予測され、公共施設の利用状況も変化し
ていくとともに、本市の公共施設の多くは、昭和 40 年
代の高度経済成長期を中心に建設され、老朽化が進んで、
今後間違いなく、維持補修や更新経費が市の財政に重く
のしかかってきます。
　こうした状況の中、市では、平成 27 年度に「志木市
公共施設等マネジメント戦略」を策定し、計画的な公共
施設の再整備を進めています。この計画では、財政的な
試算を行っておりますが、将来を見据えたとき、税収も
減少することが予測されることから、今の施設を同規模
でそのまま建て替えた場合、財源が不足することが判明
しています。財源が足りなければ、施設の閉鎖という選
択に迫られますが、これは何としても避けなくてはなり
ません。
　このため、再整備にあたっては、同じ場所に同じ規模
のものを造り直すというこれまでの発想を変え、複合化
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志木市長

将来を見据えた公共施設マネジメント


